
共同研究募集

近年，地球規模での環境問題，とりわけ

二酸化炭素による地球温暖化が一段と顕在

化しています。地球温暖化の一因とされる

CO2の大気中への蓄積を低減するためにも，

エネルギーの高効率利用や再生可能なバイ

オマス資源、太陽エネルギー等の有効利用

の研究が必須です。食物と競合しないバイ

オマスによるガス化発電やCO2固定化技術

が精力的に開発されており、それらの技術

に貢献する基礎データを提供しています。
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環境保全を目指した
新エネルギー利用技術の開発ハイパワー型半導体の作成

物質の発見は科学技術を驚異的に発展さ

せてきました。人類は道具として石を最初

に利用し，次に鉄を発見しました。これに

より人類は高度な技術を手に入れました。

さらにシリコンが電気素子 (半導体)に利

用できることがわかったため，情報通信技

術が変革し豊かな生活環境を手に入れまし

た。次に科学技術を驚異的に発展させ得る

物質がダイヤモンドと言われています。本

研究室では、高温作動が可能なn型ダイヤ

モンド半導体の作製に成功しています。

本研究室で人工合成したダイヤモンド膜
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Coaxial jet flame
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火炎内の
精緻測定を
可能とする
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半径方向温度
（予備実験:同軸火炎）
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CO2 フリー燃焼（アンモニア）


